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時、条件の副文を導入するso,als(o)について

長縄 寛

0 . はじめに

今日のドイツ語では、 soは「そのように、それほど」といった意味の

様態の副詞として、 alsoは述べられた事柄を要約して「つまり、従って」

といった意味で接続詞的な副詞として用いられるのが最も一般的であ

る。これに対し、 alsは「～した時」という意味の従属接続詞としての用

法がまず頭に浮かぶだろう。しかしその語源をたどると、 alsoやalsはso

の前にその意味を強める強調のalが付加されたものであり、本来，，ganz

so, ebenso"といったsoの強めの意味を持っており、古高ドイツ語（以下

Ahd.)でも依然としてalsoはsoの強めの意味を持っていた（一部にはす

でにAhd期のalsoにも時の意味が認められるようであるが 1、まれな用法

である）。一方、 Ahd.のsoは様態の副詞と並んで副文の導人詞 (wie「~

のような」）の機能でも用いられた。そしてこの様態の従属接続詞の用法

から発展し、時（今日の，，als")や条件（今日の，，wenn")の意味で、さら

にはまれに因由の意味 (,,weil")で用いられることもあり、 Ahd.のsoは

実に多義、多機能であったと言える。しかし、これらの用法の中で最も

一般的なものはやはり様態の意味である。また、過去形と結びついて、

過去の一回的事象を述べる時の従属接続詞としての用法も数多く見られ

る。従ってsoは、 Ahd期に同じく時の従属接続詞として頻繁に用いられ

たthoと競合することになった。

中高ドイツ語（以下Mhd.)期にはsoの意味が強められたalsoや、その

語末音が消失したalsも様態の副詞、あるいは接続詞として多用され、一

部にはAhd.期のsoから受け継いだ条件や時の接続詞として用いられる

こともあったが、時の接続詞として最も一般的であったのは、 Mhd.にお

1 Vgl. Dal, S. 213 
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いてもdo(<ahd. tho)であり、条件の接続詞としてはobである。従って

Mhd期のso,als(o)は概して様態の意味で用いられ、条件や時の意味で用

いられることは比較的まれであった。しかしそういった数少ない証例を

収集し、互いに比較すると、それぞれの語の間に用法上の揺れは存在す

るものの、その用法に一定の傾向があるように思われる。本稿ではまず、

Ahd. のsoが時、条件の接続詞としてどのように用いられていたのか概観

し、その機能がMhd.のso,also, alsにどのように受け継がれ、それぞれの

語にどのような機能分化の傾向が見られるか示してみたい。なお、考察

の対象として取り上げるのは、 Ahd.に関してはオトフリトの『福音書』、

Mhd. に関しては『ニーベルンゲンの歌』 Nibelungenliedとハルトマン・

フォン・アウエ (Hartmannvon Aue)の『イーヴァイン』 lweinである。

1 . 古高ドイツ語における時、条件の従属接続詞so

soは本来、指示する機能と様態の意味を兼ね備えた副詞で、先行する

文全体、または個々の文成分を前方照応的 (anaphorisch)に指示して「そ

のように」といった意味で用いられた。

(1) Iuan fiant minnot, §.Q gibiutit druhtin got; (0. II 19, 15) 

汝の敵を愛しなさい、主なる神はそう命じている。

（下線は筆者、以下同様）

このようにsoは様態の意で用いられるのが本来的な用法であったが、

先行する文中で述べられた出来事との時間的な連続性を表わして、「それ

から」 (=nhd.,,dann")といった意で用いられることもあった。

(2) Was siu after thiu rnit iru sar thri rnanodo thar; 

逗fuarsi zi iro selidon rnit allen salidon. (0. I 7, 23f.) 

その後、彼女［＝マリア］は三ヶ月の間エリザベトとともに過ごし、

それからあらゆる幸福に満たされて自分の家へ帰った。

soによって様態を示された文あるいは文肢に、同定の内容を具体的に
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示す文が付加され、その文にも同じようにs6が置かれた。このs6がやが

て次の例のように副文の導人詞となるのである％

(3) Duet ir ouh函，§Qther duit, wanta ir ni wizut thia zit; (0. N 7,61) 

あなた方もその人がするのと同じようにしなさい。

なぜならあなた方はその時を知らないからです。

このようにしてsoによって導人された副文は、様態だけでなく時を表

わす文にも用いられ、過去における同時性 (nhd.,,als, alsbald")や前時

性 (nhd.,,nachdem")、現在、未来における同時性、さらに条件 (nhd.

,,wenn")を表わす意味へと広がっていく。エールトマン (0.Erdmann) 

は、副文中の動詞が直説法現在の場合、純粋に時の意味で用いられるso

はオトフリトでは 3例のみであり、その他の箇所では条件の意味で用い

られる＼と述べている。以下に示す例はそれぞれ、例(4)が過去におけ

る同時性、例(5)が現在（内容的には未来）における同時性、例(6)が条

件を表わすsoの例である。

(4)泌 siin ira hus giang, thiu wirtun sia erlicho intfiang, 

joh spilota in theru muater ther ira sun guater. (0. I 6, 3f.) 

彼女［＝マリア］が家に人ると、家の主人は彼女をT重に迎え、

彼女の胎内で偉大なる子がおどった。

(5) ,,ih irstantu", quad er zi in, ,,~ih thritten dages toter bin." 

(O.IV36, 8) 

イエズスは彼らに言った、「私は死んで三日目に復活する」。

(6) Ni tharf es man biginnan, ~er sih biginnit belgan, 

er wergin sih giberge fon sinemo abulge. (0. I 23, 39f.) 

神が怒り出したら、神の怒りから逃げて

どこかへ身を隠そうなどとしてはならない。

2 V gl. Behaghel皿 §990.

3 Vgl. Erdmann: Untersuchungen I, S. 119. 
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例(4)では、一行目前行のso文中で直説法過去のgiangによって、過去の

一回的事象が述べられる。例(5)では、後半のso文中の動詞はbinという

直説法現在の形であるが、,,ichwerde auferstehn, wenn ich am dritten Tag 

tot sein werde"とエールトマンが訳しているように、内容的にはthritten

dagesという副詞的 2格が未来における時点を表わしている。例(6)では、

直説法現在のbiginnitとともにso文は条件の意であると考えられる 4。通

常はしかし、過去の一時点を示す例(4)のようなケースでは次の例(7)の

ようにthoが、例(6)のような条件文では例(8)のようにobaが用いられる。

(7) Fand er after thiu then man, 山 erin thaz ht1s quam, 

thar ther liut io betota, ginada gotes thigita. (0皿4,43f.) 

その後彼［＝イエズス］は、人々が神の恵みを求め、

祈り続けていた神殿に入ると、その男を見つけた。

(8) ,,Thih deta ih mithont", quad er, ,, 面s,Qlli! tht1 giloubis, 

thaz tht1 gisihis gotes kraft joh selben druhtines maht." 

(O皿24,85f.) 

彼［＝イエズス］は言った、「あなたがもし信じるなら、

神の力、主の全能を見ると前に知らせておいたではないか。」

例(7)では、一行日後半のtho文中の動詞は直説法過去quamであり、例(4)

のso文とまったく同じ意味、同じ機能で用いられている。例(8)において

も直説法現在giloubisとともにobaは条件文の導入詞である。ヴンダー

(D. Wunder)によれば、thoによって導入される時の副文(Temporalsatz)

がオトフリトには77例、obaによって導人される条件文(Konditionalsatz)

が99例見られ、いずれも極めて頻繁に用いられた導入詞であったことが

4 ただし、 so文中の動詞が過去形の場合にもまれに条件の意味で用いられることが

ある。

泌 sihthaz altar druag in war thanan unz in zuei jar, 

so wit thaz gewimez was, ni firliazun sie niheinaz. 

年齢が二歳に達していなければ、 (0. I 20, 7f.) 

その地区の子供たちを誰一人容赦しなかった（皆殺しにした）。
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窺える％また、例(5)のように現在、未来の時点を示して，，wenn"「～す

る時に」の意で、あるいは例(6)のようにKonditionalsatzの導入詞として

用いられたsoは23例見られ、obaと比較するとそれほど頻繁ではないが、

Temporalsatzの導入詞として用いられたsoは91例と最も頻繁であり、こ

れほど数多くの例が見られるのは注目に値する。しかし本来様態の接続

詞 6として用いられたsoは、いったいなぜこれほどまで頻繁に時の接続

詞としても用いられるようになったのだろうか。また、いったいどのよ

うにして時の接続詞への機能転換が可能になったのであろうか。

ピーパー (P.Piper)やケレ Q.Kelle) の辞書によれば、 alsの意で用

いられたsoの例は 88例へ，，wenn"の意のsoは19例 8挙げられているが、

上で挙げた例(4)から (6)のように、 so文を受ける相関詞が置かれない

ケースは比較的少なく、例(4)のような過去の事柄を述べるケースでは副

詞thoが主文中に（あるいは副文中に）置かれることが 88例中 52例と非
常に多い。このthoに関してヴンダーは、 so文中で述べられた出来事の過

去の性格を強調する機能を持つ尺と述べている。またthoの代わりに同

時性を強調するのにsar(nhd. ,,sofort")やerist(nhd. ,,zuerst")が用いら

5 Vgl. Wunder, S. 426f. オトフリトでは、Konditionalsatzの導入詞としてobaが最も頻

繁に用いられていたようである。

6 ヴンダーによれば、様態文の導入詞としてのsoは 233例であり、やはり最も頻繁

である。

7 Vgl. Piper, S. 434: Kelle, S. 547b -550b. ヴンダーでは、該当箇所がすべて網羅され

ているわけではないので、例数に若干の差はあるが、ここではこれらの辞書に従っ

た。ピーパーの辞書では，，als"の意のsoが88例 (91例挙げられているが、 III24,73 

とIV18,10は該当するsoが見当たらないため全部で89例とすべきである。また恐

らく I13, 7は13,9、III7,11は7,21、IIIll,17は11,16、IV3,17は2,17の誤りで

ある）挙げられている。そのうちsoslium(o)の8例 (II14, 85. III4, 30. III14, 10. III 

14, 58. III24, 110. IV16, 41. IV17, 26. V7, 43.)を除いた 81例に、ケレの辞書にの

み挙げられている 7例 (I14, 18. I 16, 21.III16, 5. IV7, 51. IV18, 35. IV26, 15. V 

13,31)を加え全部で88例とする。

8 ピーパーの辞書では，，wenn"の意のsoの例が 17例挙げられているが、 I23, 41では

該当するsoなし。また、このケースに該当すると思われるsoがsarsoの項目にも1V

26, 52. V20, 36. V20, 38の3例挙げられているため、19例とした。ちなみにIV3,32 

は2,32の誤りである。また、ケレにのみ挙げられている，，wenn"の意のsoはない。

9 Vgl. Wunder, S. 54. 
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れることもある。以下にそれらの例を示してみよう。

(9)泌 siethar血 g泣un, thie thar mit imo sazun, 
mit selb druhtine, thie liebun druta sine, 

Quad山6.druh廿nselbo sus: ,,minnost thu mih, Petrus? (0. Vl5, 1-3) 

彼と一緒に、つまり主ご自身と一緒に座っていた彼ら、

主の愛弟子たちが食事をしたあと、主ご自身がこう言われた、

「ペトロよ、お前は私を愛しているか」と。

(10) Quam engil ein in gahi fon himilrkhes hohi 

er walzta thana迫rthen stein, §ft er nan虹迫birein.(0. V 4, 25f.) 
天の高みから突然一人の天使が降りてきて

墓石に触れるや否や、たちまち石を脇へ転がしてどけた。

例(9)では、 so文が前置され、三行目の主文中のthoと相関的に用いられ、

so文中に置かれたthoが過去の意を強調している。また一行目前行最後の

gazunはケレによれば、過去完了の意 (gegessenhatten)であり、従っ

てsoは前時性を表わす，，nachdem"の意である凡例(10)ではso文が後置さ

れ、それを前のsarが先取りし、 so文中のeristによって同時性が強調され

ている。 sars峠 ristで"sofortsobald"の意味である。

こういった構文がオトフリトで数多く見られるのは、本来soが様態の

意味であったということと恐らく関係していると考えられる。 soによっ

て導人された副文が様態の意味ではなく、時の意味であるということが

これらの語によって示されるのである。こういったケースは、次の例の

ように、本来場所の副詞であったtharが関係代名詞に添えられ、その意

味、機能を補助するケースに対応していると考えることができるかも知

れない 110

10 Vgl. Kelle, S. 191a 

11 ベハーゲル (O.Behaghel)は、 thoやtharによって主文と副文に共通の状況が示さ

れるケースとして例(9)の箇所を挙げ、こういった用法は関係代名詞に付加された

tharの場合と関連していると述べている。 (Vgl.Behaghel m, S. 715f. §1358.) 
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(11) Thie sceidit er in war min iagiwedarhalb sin, 

so hirti, 山麟heltit joh sines fehes weltit. (0. V20, 31£.) 

羊を飼い、その番をしている羊飼いのように、

彼はまことにその人々を自分の両側により分ける。

二行目前行の関係代名詞therに添えられたtharは、本来場所の副詞であ

るが、チルヒ (F.Tschirch)は、 tharにあった文中でのアクセントが次

第に失われることによって、 th缶に内在した文を結合する力が指示代名

詞へと移行し、これによって真の関係代名詞が生まれた 12、と述べてい

る。この仮説についての真偽は明らかではないが、 tharやthoに内在する

指示性によって二つの文を互いにより強固に結び付けるという共通の機

能をこれらの語が持っているように思われる。

次に時の"als"の意味に分類されているsoがsliumoを伴う例をみよう。

(12) So sliumo siu gihorta thaz, firwarf si幽 iothaz faz, 

ilta in thia burg in zen liutin, sageta thiz al in. (0. II 14, 85f.) 

彼女［＝サマリアの女］はそれを聞くと、すぐに水がめを投げすて

急いで町へ行き、人々にそれをすべて話した。

この例のsosliumoは本来sosliumo soという三語の結びつき (so

schnell wieの意）であり、 sosliumoまでは主文の成分であった。従って

一つ目のsoは本来sliumoにかかる様態の副詞であったと考えられる。そ

して、次第に主文の最後から副文の先頭へとsosliumoが移動することに

よって全体で一つの接続詞と捉えられるようになったのである 13。例

(12)のように副文が前置され、二つ目のsoが欠けるケースでは、現在の

,,alsbald"のように、すでに全体で一つの接続詞と捉えられていたと考え

られようが、ここではso自体に時の意味が認められるケースと区別すべ

きであるため、それぞれの語の意味を厳密に区別し、 soを様態の意とみ

たしヽ。

12 Vgl. Tschirch I, S. 180. 

13 Vgl. Behaghel, S. 273f. 
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このようにAhd.では、 soが多義、多機能であるがゆえに他の語ととも

に用いられ、その機能、意味が強化された。そしてMhd.に至ると、これ

ら様々な機能がalso,alse, alsなどの語に受け継がれていくのであるが、

次章ではそれぞれの語がどのような機能を受け継いだのか、また、その

際どのような用法上の揺れを生じ、次第に機能分化していくのか示して

みたい。

2 . 中高ドイツ語のso,als(o) 

Mhd. では、 soにその意味を強調するalが結びついたalso、その末尾音

6が弱化したalse、さらに語末音脱落 (Apokope)によってalsなどの語形

が生まれた。ベハーゲルによれば、 alsoは alとsoの融合

(Zusammenriickung)によって生まれたものであるため、本来s6の強め

の意 (,,ebenso,ganz wie")であったが、次第に個々の部分の意味が失わ

れ、アクセントが弱い場合にはalse,alsとなり、多くの場合so、特に従属

のsoと完全に等価となった 14。しかし、 Mhd.ではso,also, alse, alsがそれ

ぞれ常に置き換え可能である訳ではなく、 soに本来備わっていた様々な

機能が、用法上の揺れを示しながらも次第にそれぞれの語に固定化され

て行く傾向を窺うことができる。例えば、時や条件の従属接続詞として

のso,als(o)に関して、ダールは、Mhd.のsoは同時性を表わす時の接続詞、

あるいは条件の接続詞として用いられる一方、 als(o)は概して一般化す

るswenne「～する時にはいつも」と同じ意味であり、今日の，，als"の意味

(mhd. do)で用いられることはより稀である 15と述べている。また『イー
ヴァイン』や『ニーベルンゲンの歌』ではalseはすべて様態—比較の意

であり、時の意味で用いられる例は見られない 16。こういったことから

も、すでにMhd.において一定の機能分化の傾向を示していたことが窺え

る。

14 Behaghel, S. 66f. 

15 Dal, S. 211, 213. 

16 そもそもalseの用例数は極端に少なく、『ニーベルンゲンの歌』では 1箇所(1126,1)、

『イーヴァイン』でも 3箇所(5970.6121. 7972)のみである。 Vgl. Benecke: 

Worterbuch zu Hartmanns Iwein, S. 5; Bartsch: Der Nibelunge Not, S. 9. 
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では、はじめにsoの例から見ていこう。 Mhd.のsoは、概して今日の

,,wenn"の意で用いられる。『イーヴァイン辞典」には、「時」に関連付け

られたsoの用例が 16挙げられている 17o ,,wenn"の意味で用いられるの

はそのうち 14例 18であるが、過去形と結びついて過去における一回限

りの出来事を表わし、今日の，，als"の意で用いられる例も 2例 19見られる。

次にそれぞれ一例ずつ示してみよう。

(13) liQ diu katze gevrizzet vil, 

zehant so hebet si ir spil: 

herre iwein, also tuot ir. (Iw. 823-5) 

猫はたらふく食えば

すぐにじゃれ始める。

イーヴァイン殿、あなたもそれと同じだ。

(14) liQ si wider uf gesach 

und weder gehorte noch ensprach, 

sone sparten ir die hende 

dazh紅 nochdaz gebende. (Iw. 1327-30) 

彼女は再び我に返った時、

聞くことも話すことも出来ず、

自分の両手で容赦なく

髪や髪飾りを引きむしった。

例(13)では一行目のgevrizzetという直説法現在とともに、条件文の導入

詞としてsoが用いられているのに対し、例(14)のsoは直説法過去の

gesachとともに今日の，，als"の意で用いられている凡例(14)以外のもう

17 Vgl. ebd. S. 214f. 『イーヴァイン辞典』ではs6,als(6)ともに、意味上の分類として

は様態と時の二つのみであるため、条件や認容のケースは後者に分類されている。

18 例(13)の他に878,943, 1068, 1525, 1986, 2476, 2708, 3099, 3856, 4415, 6969, 7074, 

7388. 

19 例(14)の他に 1339.

20 Vgl. Behaghel, S. 287. ベハーゲルはこの箇所を、主文に対して一度限りの時間的

な前提が述べられるケースに分類している。
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一箇所も、 soは直説法過去とともに，，als"の意である。クラーマーの訳で

も例(13)は，，wenndie Katze viel friEt"となっているのに対し、例(14)は，，als

sie wieder zu sich kam"である。

『ニーベルンゲンの歌』の辞書では、 soによって導入された副文が時

や条件を示すケースは全部で 34例見られるが 21、そのうち直説法過去と

ともに，，als"の意になるケースは 1例のみであり、その他の箇所では、条

件文の導人詞として、あるいは一般化、反復の意 (mhd.swenne)で用い

られている。次にそれぞれ 1例ずつ示してみよう。

(15) fil} si gedaht'an Helchen, daz tet ir inneclkhe we. (NL. 1161, 4) 

ヘルヒェのことを思い出して、彼女は心から悲しんだ。

(16)泌 iedie ktinege rkhe riten in ir lant, 

so muosen ouch die recken mit in al zehant. (NL. 137, lf.) 

貴い王たちが領地を見回るときにはいつでも

武士たちも付き従わねばならなかった。

例(15)をグロッセ (S.Grosse)は，，Wennsie an Helche dachte, tat ihr dies 

innerlich weh"「ヘルヒェのことを思い出した時には（いつも）心が痛ん

だ」と訳しているが、この訳は不適当であろう。ここは、リュエデゲー

ルがエッツェルの使者としてクリエムヒルトヘの求婚のためにブルゴン

トの国に行く旨を、妻のゴテリントに伝えさせた場面である。彼女は夫

の使者からその話しを聞き、やさしかったヘルヒェを思い出して、悲し

い気持ちに陥るところだから、このsoは一回きりの時を表わし"als"の意

味である。 Ih写本では冒頭のsoがdo22と置き換えられている。一方、例

(16)では一行 Hが，，Wennimmer die machtigen Konige in ihr Land 

ritten"と訳されており、ieはsoの一般化の意味を強調するものであると捉

えられている。またC写本では、冒頭のsoieがswenneとなっていること

から、ここは反復の意味である。

次に、 soにその意味を強調するalが結びついたalsoについて見てみよ

う。時を表わすalsoとして『イーヴァイン辞典』に挙げられているのは、

21 Vgl. Bartsch: Der Nibelunge Not, S. 284. 

22 Vgl. Batts, S. 353. 
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以下に示す例(17)の箇所のみである見

(17) und麟 schieredo in ersach 

diu eine vrouwe von den drin, 

do kerte si iiber in 

und sach in vlizeclichen an. (Iw. 3368-71.) 

そのうちの一人の婦人が

彼を見るや、

彼の上に屈み込んで、

彼を注意深く観察した。

しかしここでは、 also自体に「時」の意味が備わっていると見るのは少々

問題があるように思われる。ここはすでに前章で述べたオトフリトの例

(12)に相当する表現であり、本来はschiereのうしろに来るべき接続詞so

の代わりにdoが用いられた用例であり、alsoは様態の意味である。例(18)

はうしろにsoを伴った本来の形であり、 Mhd.の文法書には例(17)と(18)

の箇所は同じalsoの用法として挙げられている 24。『イーヴァイン辞典』

でもこのals(o)は様態の意味として分類されている 25。

(18) des enist zwivel dehein, 

als schiere so er des strites gert, 

ern werdes vtir mich gewert. (Iw. 916-18) 

彼が決闘を願い出ればすぐに、

私より先に彼にそれが許されることは

疑いの余地がない。

『ニーベルンゲンの歌』におけるalsoは全部で 14例 26見られるが、

,,wenn"の意味で用いられる例は 1例のみであり、他の 13例ではすべて

23 Vgl. Benecke: Worterbuch zu Hartmanns Iwein, S.6. 

24 Vgl. Paul/Mitzka§353, 9 Anm. 

25 Vgl. Benecke: Worterbuch zu Hartmanns lwein, S. 5. 

26 Vgl. Bartsch: Der Nibelunge Not, S. 11. 2307,1は重複しているので、 14例とした。
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過去形と結びついて，，als"の意で用いられる。次に示す例は(19)が条件の

,,wenn"、(20)が時の，，als"の例である。

(19) So jehet ir vor den gesten, daz ir und iuwer man 

wellet herverten. also daz ist geはn,

so lobt er iu dar dienen; des vliuset er den lip. (NL. 875, 1-3) 

するとあなたが客人たちの前で、家臣たちと出陣すると言って

下さい。そうなれば、彼［＝ジーフリト］はあなたに仕えて出陣する

ことを約束するでしょう。その結果、彼は命を失うのです。

(20) Si bat den ritter edele mit ir dannen gan 

in den palas witen. 乱SQdaz wart getan, 

do erbot man ez den recken mit dienste deste baz. 

彼女［＝プリュンヒルト］はその高貴な騎士に

広大な宮殿に一緒に行くよう頼んだ。

(NL. 469, 1-3) 

それがなされた（＝宮殿へ行った）とき、

勇士たちはそれだけいっそう懇ろにもてなされた。

グロッセは (19)の二行目後行から三行目前行の部分を，，Wenndas 

geschehen ist, so verspricht Euch Siegfried bestimmt seine Hilfe"と訳し

ているのに対して、 (20)では，,Alsdies geschehen war, erwies man den 

Gasten um so groEere Aufmerksamkeit"としている。三行目冒頭にalsoの

副文を受けるdoが置かれていることからしてもここは，，als"の意である。

もう一つ，，als"の意味の例を示そう。

(21) AIBQ meister Hildebrant der wunden enpfant, 

do vorht er schaden mere von der Hagenen hant: 

(NL. C2367, lf.) 

老雄ヒルデブラントが負傷したと感じたとき、

彼はハゲネの手でさらに傷を受けるのを恐れた。

ここでも例(20)と同様Alsoで導かれる文が二行目先頭のdoによって受け

なおされ、またA、B写本では冒頭のalsoがdoと置き換えられていること
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からも、 alsoは明らかに，，als"の意である。したがって、「als(o)は一般化、

反復のswenneの意味で用いられることが多く、今日の，，als"の意はまれで

ある」というダールの見解は、『ニーベルンゲンの歌』におけるalsoに関

する限り妥当ではない。

では最後にalsoの語末音消失によって生まれたalsについて見てみよ

う。『イーヴァイン辞典』ではalsの例が全部で23例 27挙げられており、

そのうち今日の，，als"の意であるケースが 18例 28と最も多い。以下にそ

の一例を示そう。

(22) und辿ermich also begreif, 

do enpfienc er mich als schone 

als im got iemer lone. (Iw. 294-6) 

彼はこうして私の手をとると、

神が彼にずっと報いてくださるようにと思うほど

丁重に私を迎えたのでした。

ここでは一行目のalsが時の従属接続詞であり、そのあとのalsoは前の文

で述べられた内容を指す様態の副詞である。さらに二行目のalsが三行目

冒頭のalsと相関的に，，soanstandig wie"の意で用いられている。ところ

で、三行目のloneは要求を表わす接続法である。

これに対して、未来における一時点が示される，，wenn"の例も 1例のみ

見られる。

(23) ouch tragent si in vilr iuch hin, 

sine lie be gesellen, 

als si in begraben wellen, 

minen herren, uf der bare. (lw. 1246-9) 

また、彼ら、王と親しかった者たちが

私のご主人様である王を埋葬する時には

27 Vgl. Benecke: Worterbuch zu Hartmanns Iwein, S. 4f. 

28 例(20)の他に 286,640, 703, 1051, 2411, 3245, 3267, 3584, 3595, 3930, 3944, 4432, 

4668,4823,4825,6128,6687. 
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彼を棺に乗せてあなたの前を

通り過ぎて行くでしょう。

『イーヴァイン辞典』にはにalsschiereの例が 2例 29、またalsが因由の

ニュアンスを持つと考えられものが次の例を含めて 2例 30見られる。

(24) do erg泣 undgetranc, 

do huopz gesinde grozen schal 

ze beden porten iiber al, 

als siz im niht wolden vertragen 

der in den herren hete erslagen. (Iw. 1224-8) 

彼［＝イーヴァイン］が食べかつ飲んでいると、

（アスカローンの）家来たちが二つの城門のあちこちで、

大騒ぎし始めた。

自分たちの主君を殺した者を

許すつもりはなかったからである。

クラーマーが4行目を，，dasie es dem nicht ungeracht hingehen lassen 

wollten"と因由の意味に訳しているように、ここは因由の意味とみるべ

きである。時の意味から因由の意味への移行についてダールは、時間的

な前後関係は容易に因果関係と把握されるため、時から因由の接続詞ヘ

の移行は容易に理解できる機能変化である 31、と述べているように、ど

ちらの意味であるかは前後の文脈によるところが大きいようである。

『イーヴァイン』におけるalsの用法は、例(23)(24)のような若干の例外

を除けば、今日とほぼ同様であると言えるが、『ニーベルンゲンの歌』で

は20例 32見られるalsのうち、，，als"と，，wenn"の比率は 11対9とほぼ半々

である。まず副文中の直説法現在と一緒に、条件の意味で用いられたals

の例を挙げてみよう。

29 3109, 6772. 

30 例(24)の他に 1480.

31 Dal, S. 208. 

32 Vgl. Bartsch: Der Nibelunge Not, S. 9. C622, 1はalsschiereのケース
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(25)幽 iruns gebietet, wir komen morgen fruo. (NL. C 1863, 3) 

さようなら、明朝早くに参ります。

一行目前行は別れの挨拶の定旬であるが、文字通り訳せば「そなたが我々

にお望みなら」と条件の意味である。またA,B写本ではここでもalsが

swenneと置き換えられており、 alsは，，wenn"の意である。『ニーベルンゲ

ンの歌』ではこういった，，wenn"の例が(25)を含め 9例 33見られるのに対

し、過去形または過去完了形とともに今日の，，als"の意で用いられる例も

11例 34ある。

(26) den er da nennen horte, do er des niht envant, 

do zurnde er ernstlichen, 幽 erHagenen sach. (NL. 1555, 2f.) 

名乗りをあげたその人の姿が見あたらなかった時、

彼［＝渡し守］はハゲネを見ると、激怒した。

一行目前行はうしろの指示代名詞desにかかる関係文であり、後行のdo

で導かれる副文に従属する第二級の副文が文頭に置かれた形になってい

る。関係文中のdaはdenに添えられて、関係代名詞の意味を強める機能

を持つ 35。desはnihtにかかる部分の 2格で、二行目前行に主文が続く。

さらにその主文に後行のals文がかかるという複雑な構文である。二行目

後行のalsはA写本ではdoとなっており、今日のalsと同じ意味で用いられ

ていることが分かる。

3 . おわりに

それでは、ここまで見てきたso,also, alsの用例を意味別に一覧表にし

てまとめてみよう。表中の数字はsosliumo (so), so schiere (so)といった

表現形式を除外したものである。

33 例(25)の他に、 C328,4. C737, 2. B1035, 2.1135, 4. 1178, 2. C1584, 4. 1686, 2. 2239, 4. 

34 例(26)の他に、 167,3. 908, 1. 938, 2. 958, 1. 979, 3. 1083, 3. 1181, 3. 1772, 3. 1808, 3. 

2206, 1. 

35 Vgl. Bartsch: Der Nibelunge Not, S. 47. 
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Tabelle 1 

so also als 

97 wenn: 19 
0. 

als: 88 

21 wenn: 1 
16 wenn: 14 

゜
wenn: 0 

lw. als: 18 
als: 2 als: 

゜ weil: 2 

34 wenn: 33 14 wenn: 1 20 wenn: 9 
NL. 

als: als: als: 1 13 11 

Ahd期のs6は本来「そのように」という様態—比較の意の副詞であっ

たが、先行する文で述べられた出来事に、後続する文中の出来事が時間

的に続くケースでは、後続文の先頭におかれたs6によって時間の前後関

係が示されるようになった。従属接続詞としての機能は、様態を表わす

s6に、同定の内容を示す文が追加され、その文にも同じようにs6が置か

れることによって発生した。そしてこの様態の従属接続詞から、さらに

時や条件の従属接続詞へとs6の用法が広がっていった。オトフリトの『福

音書』では、 s6は主に過去の一回限りの出来事を示す，，als"の意で用いら

れ (88例）、現在や未来の時点、あるいは条件を示すことはこれよりも

まれであった (19例）。しかし、過去の出来事が示される場合でも、オ

トフリトでは依然としてs6文を受ける相関詞として主文中に、あるいは

時の意を補助、強調するものとして副文中にtho,sarなどが頻繁に置か

れ、これによって様態のs6との区別がなされた。

Mhd期に至ると、 s6にその意味を強調するalのついたalso、その語末

音が弱化したalse、さらに語末音が脱落したalsも様態の意味で頻繁に用

いられるようになったが、時の意味で用いられることは比較的まれであ

り、オトフリトで盛んであった過去の一時点を示すs6の用法はもっぱら

doによって表現された。しかし『イーヴァイン』や『ニーベルンゲンの

歌』では、こういった時や条件を表わす用法がs6やals(6)に散見される。

s6に関して言えば、『イーヴァイン』、『ニーベルンゲンの歌』ともに現在、
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未来の一時点「～する時に」、あるいは、ある一時点における行為の繰り

返し「～する（した）時にはいつも」や条件が表わされる例が多いがOw.:14

例， NL.:33例）、ごくまれに過去の一時点が示される例 Ow.:2例， NL.:1 

例）も見られた。 alsoに関して言えば、『イーヴァイン』ではもっぱら様

態の意味で用いられ、時に関する表現は見られない。これに対して『ニー

ベルンゲンの歌』におけるalsoは、 14例中 13例で過去の一時点を示し、

ほぽ今日の，，als"の用法に対応している。 alsに関して言えば、『イーヴァ

イン』では 21例中 18例がすでに今日と同じ用法であるのに対し、『ニー

ベルンゲンの歌』では、依然として，，wenn"の意で用いられるケースが 9

例、,,als"が 11例とほぼ半数であり、その用法に大きな揺れが認められる。

このように、Mhd期のso,als(o)が時や条件の従属接続詞として用いら

れることは比較的まれであり、これら二つの作品に見られる数少ない証

例を比較しただけで説得力のある結論を導き出すことはもちろん不可能

であるが、依然として用法上の揺れを示していた『ニーベルンゲンの歌』

に比べれば、少なくとも『イーヴァイン』では、 so,also, alsの機能分化

が一段と進んでいたと言うことができるだろう。
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Sound als(o) als Einleitungen temporal -
konditionaler Nebensatze 

Kan NAGANAWA 

Seit altester Zeit vereinigt die Partikel so die hinweisende Funktion mit 

modaler Bedeutung, kann also, anaphorisch auf einen vorausgehenden 

Satz oder auf ein Satzglied verweisend, die Ahnlichkeit oder die Identiほt

mit diesen zeigen. Diese ursprtingliche Gebrauchsweise bleibt immer 

noch die zentrale. Das Adverb so konnte im Althochdeutschen eine 

zeitliche Folge zwei parataktischer Hauptsatze zeigen, wie im folgenden 

Beispiel. 

Was siu after thiu mit iru sar thri manodo thar; 

泣/uarsi zi iro selidon mit alien salidon. (0. I 7, 23f.) 

Der Gebrauch von so erweitert sich und kann weiter als 

Nebensatzeinleitung nicht nur in modal-vergleichender, sondern auch in 

temporal-konditionaler Bedeutung verwendet werden. Im letzteren Falle 

kann so sowohl fiir den einmaligen Zeitpunkt der Vergangenheit wie fur 

zeitlich wiederholte, vergangene Ereignisse gebraucht werden. Bei Otfrid 

findet sich diese Partikel 88mal in vergangener temporaler, 19mal in 

temporal -konditionaler Bedeutung. 

In der temporalen Bedeutung steht so in Konkurrenz zu tho und in der 

konditionalen zu oba. Bemerkenswert ist hier, class das Verhaltnis von 

temporalem sound tho bei Otfrid 91 gegen 77 ist, obwohl tho im Ahd. ein 

allgemeineres Mittel fiir Einleitung der Temporalsatze ist, wahrend bei 

konditionalen Satzen so und oba im Verh乱tnisvon 23 gegen 99 stehen. 

Nach I. Dal bezeichnet so im Mhd. auEer ModaliほtGleichzeitigkeit und 

Bedingung. Im Mhd. entwickeln sich aus dem so neue Wortformen: also, 

alse und als. Die Wortform also entsteht <lurch das Vorsetzen des 

57 



長縄 寛

versほrkendenal an so. alse ist die abgeschwachte Form von also. als ist 

von alse wegen der Apokope entstanden. Diese drei Worter haben 

eigentlich die gleiche Funktion wie so, d.h. die als Modaladverb oder 

vergleichende Konjunktion, aber im Mhd. sind diese Worter als 

Subjunktion nicht immer ersetzbar, sondern beschranken sich langsam 

auf ihre eigene Bedeutung. 

Das temporale so wird in den Bedeutungen ,,als" und ,,wenn" gebraucht, 

wahrend also und als mehr in der Bedeutung wie swenne verwendet 

werden. alse wird im lwein und im Nibelungenlied immer in der 

modal-vergleichenden Bedeutung benutzt, obwohl es in den beiden 

Werken nur wenig belegt ist (im lwein dreimal und im Nibelungenlied 

einmal). 

so als teporale Konjunktion wird sowohl im Iwein als auch im 

Nibelungenlied meistens in der Bedeutung ,,wenn" gebraucht. Was also 

betrifft, steht es im lwein nie als Konjunktion im Nebensatz, sondern 

immer als Modaladverb im Hauptsatz, wahrend es im Nibelungenlied 

einmal als ,,wenn" und 13mal als ,,als" belegt ist. 

Das apokopierte als ist im lwein zweimal als Kausalkonjunktion 

,,weil" belegt, aber meistens schon als temporale Konjunktion verwendet: 

18mal ,,als" und einmal ,,wenn". Im Nibelungenlied steht es dagegen 9mal 

in der Bedeutung ,,wenn" und llmal ,,als". Nach diesem Befund kann man 

folgern, dass als im lwein dem Nhd. einen Schritt naher tritt, und die 

Funktionsverteilung von den drei Wortern noch durchgangiger als im 

Nibelungenlied ausgeftihrt ist. 
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